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OOi窒辰英国水彩画
One Hundred British Watercolours at the Victoria and Albert Museum 

英
国
国
立
ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア
&
ア
ル
パ
ー
ト
美

術
館
(
ロ
ン
ド
ン

・
一
八
五
七
年
創
設
)
が
所

蔵
す
る
世
界
育
数
の
水
彩
画
の
中
か
ら
、
十
六

世
紀
か
ら
現
代
ま
で
に
描
か
れ
た
、
よ
り
す
ぐ

り
の
作
昂
百
点
を
紹
介
す
る
「
英
国
水
彩
画
間

選
展
」
を
美
術
館
で
開
催
し
ま
す
。

わ
た
し
た
ち
日
本
人
も
菩
ど
も
の
こ
ろ
か
ら

親
し
ん
で
い
る
水
彩
画
。
そ
の
新
た
な
魅
力
を

探
し
に
美
術
館
に
で
か
け
て
み
ま
せ
ん
か
。

園

美
術
館
(
宮
お
|
2
1
1
1
)月
曜
日
休
館

....エドワード・デイズ{セントージエイムズーパークのバッキンガムハウス(現バッキンガム宮殿)}1790年

英国の16~20世紀

1595 シェイクスピアが「ロミオ
とジユリ工ットJを発表
工リザベス女王 (1世)没
ピューリタン革命で一時
共和国に
ニュートンが万有引力の
法則の着想を得る
植民地アメリカが独立宣
言を採択
グレート・ブリテン・ア
ンド・アイルランド連合
王国が成立
第l回ロンドン万国博覧
会を開催
世界初の地下鉄がロンド
ンに開通

1939-45 第二次世界大戦に連
合国として参戦

1603 
1649 

1666 

1776 

1801 

1851 

1863 

歴
史
と
見
ど
こ
ろ

平場市美術館
福田徳樹 館長

愛ズンヨジン

l-
み
な
さ
ん
は
幼
い
こ
ろ
、
は

斗
じ
め
て
水
彩
絵
の
具
を
使
っ
て

…h絵
を
描
い
た
と
き
の
喜
び
を
党

チ
え
て
い
ま
す
か
。

野
水
彩
の
川
兵
は
小
さ
く
て
純

血
く
、
持
ち
運
び
に
便
利
で
す
。

ま
た
、
描
い
た
あ
と
す
ぐ
に
乾

く
の
で
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は
、

今
で
う
い
う
写
真
を
撮
る
よ
う
な

感
覚
で
「
地
理
的
な
発
見
の
記

録
」
に
水
彩
同
を
用
い
て
い
ま

し
た
。
そ
し
て
、
十
六
世
紀
以

降
、
英
国
で
独
特
な
発
展
を
と

げ
ま
し
た
。

災
同
は
日
本
と
同
じ
山
岡

で
、
人
々
は
も
と
も
と
探
険
心

に
白
ん
で
い
ま
す
。
英
岡
武
族

の
子
ど
も
た
ち
は
教
育
の
仕
上

げ
に

「グ
ラ
ン
ド

・
ツ
ア
l
」

と
呼
ん
で
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
大
開

の
旅
に
で
か
け
、
旅
先
で
水
彩

画
を
描
く
こ
と
を
楽
し
ん
で
い

ま
し
た
。
こ
の
風
潤
は
、

一
般

家
雌
に
ま
で
広
が
り
、
水
彩
阿

は
、
た
し
な
み
と
し
て
日
常
生

活
に
普
及
し
ま
し
た
。
そ
ん
な

中
、
水
彩
を
専
門
と
し
て
向
己

の
ぷ
現
に
つ
く
す
画
家
も
た
く

さ
ん
現
れ
ま
し
た
。

今
回
の
展
覧
会
は
、
記
録
画

の
性
格
を
持
つ
初
期
の
も
の
か

ら
、
英
同
水
彩
阿
の
中
心
で
あ

る
風
玖
剛
、
生
前
・
風
俗

・
物

語
を
主
題
と
し
た
作
品
、
そ
し

て
、
ご
く
現
代
の
表
現
ま
で
百

点
を
限
定
し
、
英
国
水
彩
両
発

展
の
あ
と
を
わ
か
り
や
す
く
た

ど
る
こ
と
が
で
き
る
構
成
と
な

っ
て
い
ま
す
。
百
点
の
中
に
は
、

コ
ン
ス
タ
ブ
ル
、
タ
1
ナ
1
、

ブ
レ
イ
ク
な
ど
、
よ
く
知
ら
れ

た
画
家
の
作
品
も
合
ま
れ
て
い

ま
す
。

ど
う
ぞ
、
こ
の
親
し
み
深
い

魅
力
に
あ
ふ
れ
る
美
の
小
世
界

を
じ

っ
く
り
と
お
裂
し
み
く
だ

，‘
i

、o

a
c
iv 

....ダンテガブリエルロセッティポルジア一族}1863年

1999年12月21日[火]-2000年2
・開館時間 午前9時30分~午後4時50分(入飽は午後4時30分まで〉

圃観覧料 一般800(640)円、大学生-高校生600(480)円、小学生-中学 生400(320)円 ( )内は20人以上の団体料金

圃休館日 毎週月曜日 (1月 10日成人の日は開館)、 12月 27日(月)~1月4日(火)、 1月 11 日(火)
会コンザートrJ ¥ーブで襲でる英国音楽の夕べJ追加受け付け 12月26日(日)午後7時開演/展覧会夕べ共通チケット(料金は観覧料に同じ)を美術館1階で発売中

会鶴演会「ヴィクトリア女王時代の道徳J 1月8日(土)午後1時30分~3時/定員 200人(先着)1慎) I講師石井美樹子さん(神奈川大学教授)I入場無料

日出/平塚市美術館月

S218ggf議ZtlET窓会$100%-世宇野 92.944(+80) 手護活ilJj)AIIlJ&fJIiffff<平成11年11月1日現在()内1<1:前月比〉 ・人口 253.821(ー45)



~暮らし、\電話23・11 1 1・35-1 1 1 1 平壕市役所

固

も
う
す
ぐ
で
す
ね
。

で
家

平成11年12月15日

年
末
の
大
掃
除

lT.) 

年
末
は
、
大
掃
除
な
ど
で
ご
み
が
増
え
ま
す
。
下
表
で
年
来

年
始
の
ご
み
収
集
日
を
確
認
し
て
、
出
し
忘
れ
が
な
い
よ
う
に

ご
注
意
く
だ
さ
い
。
お
問
い
合
わ
せ
は
、
環
境
業
務

課

(
市
役

所
新
館
二
階
・

2
引
1
8
7
9
6
)

へ。

ご
み
の
持
ち
込
み

ご
み
は
、
処
理
施
設
に
抗
接
持
ち

込
む
こ
と
も
で
き
ま
す
(
布
科
)
。

⑨
「
燃
せ
る
ご
み
」
:
・
環
境
事
業
セ

ン
タ
l

(大
判
捌
・

宮
町
l
6
6
1

5
)
へ
。
口
剛

nは
休
み

マ
年
末

ロ
月
初
H
(本
)
の
正
午
ま

でマ
年
始

1
月
4
日
(火
)
か
ら

年
末
の
交
通
事
故
防
止
運
動

や
め
よ
う
!
飲
酒
運
転

あ
る
日
の
忘
年
会

部
下

「車
で
来
た
ん
で
今
日
は
ウ
ー

ロ
ン
茶
で
」

上
司

「
そ
う
一
一
呂
わ
ず
飲
ん
で
い
け
よ
」

部
下

「
で
も
、
車
で
す
か
ら
」

上
司

「き
み
も
堅
い
こ
と
一
言
う
な
」

「
楽
し
く
や
ろ
う
よ
」

部
下

「そ
れ
で
は
、
最
初
に
少
し
だ

け
い
た
だ
き
ま
す
・
・
・
」

仲
間

「乾
杯
!
」

ペッ トボ トルは"ふた"をはずしてリサイクル

1
月
4
U
(火
)
か
ら

臨
時
ご
み

た
ん
す
、
ベ
ッ
ド
、
ふ
と
ん
な
ど
の

大
き
な
ご
み
は
、
桁
科
で
収
集
し
ま

す
。お
申
し
込
み
は
、
環
境
業
務
課
へ
。

マ
年
末
円
以
月
お
口
(
火
)ま
で
収
集

し
ま
す
。
た
だ
し
、
申
し
込
み
の
受

け
付
け
状
況
に
よ
っ
て
は
年
明
け
の

収
集
に
な
り
ま
す

マ
年
始

1
月
日
円
(
火
)
か
ら

そ
し
て
、
二
時
間
後
・
・

部
下

「
最
初
に
少
し
飲
ん
だ
だ
け
だ

し
、
こ
れ
く
ら
い
な
ら
、
大
丈
夫
。

車
で
州
れ
ま
す
よ
」
「
そ
れ
じ
ゃ
、
み

ん
な
、
ま
た
明
日
!
」

ち
ょ
っ
と
待
っ
た
!

少
し
だ
か
ら
大
丈
犬
?
そ
う
考
、
え

る
こ
と
向
体
、
す
で
に
正
し
い
判
断

力
を
失
っ
て
い
る
証
拠
で
す
。

忘
年
会
な
ど
で
お
柄
を
飲
む
機
会

が
多
く
な
り
ま
す
。
お
酒
を
飲
む
席

に
車
で
行
か
な
い
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、

少
し
で
も
お
酒
を
飲
ん
だ
ら
車
や
バ

イ
ク
、
自
転
ぃ
棋
の
述
転
は
絶
対
に
や

め
ま
し
ょ
う
。

年末年始のごみ収集日
年末(12月最後) 年始(1月最初)

地区 燃せるとみ 燃ゼ1;J.いごみ 資源再生ごみ ペットボトル 燃せるごみ 燃せないとみ 資源再生ごみ ペットボトル

崇善南・崇善中央 29日(水) 2旧(火) 28日(火) 22日(水) 5日(水) 4日(火) 11日(火) 12日(水)

港 30日(木) 21日(火) 28日(火) 22日(水) 6日(木) 4日(火) l旧(火) 12日(水)

富士見・南原 30日(木) 17日(金) 24日(金) 22日(水) 6日(木) 7日(金) 14日(金) 12日(水)

崇蕃北 30日(木) 28日(火) 2旧(火) 15日(水) 6日(木) 1旧(火) 4日(火) 5日(水)
花水.1;J.でしと 30日(木) 24日(金) 17日(金) 15日(水) 6日(木) 14日(金) 7日(金) 5日(水)
土屋・金目 お日(火) 20日(月) 27日(月) 22日(水) 4日(火) 17日(月) 10日(月) 12日(水)

旭南 28日(火) 16日(木) 23日(祝) 22日(水) 4日(火) 6日(木) 13日(木) 12日(水)
旭北・吉沢 28日(火) 22日(水) 15日(水) 15日(水) 4日(火) 12日(水) 5日(水) 5日(水)
金田岡崎・豊田 28日(火) 23日(祝) 16日(木) 15日(水) 4日(火) 13日(木) 6日(木) 5日(水)

八真土幡・・松四之原宮・ 30日(木) 15日(水) 22日(水) 22日(水) 6日(木) 5日(水) 12日(水) 12日(水)

大織神内団・地田村・被・横島内 28日(火) 27日(月) 20日(月) 15日(水) 4日(火) 10日(月) 17日(月) 5日(水)

新中原町 -・ 松宮松がE町- 初日(木) 28日(火) 21日(火) 15日(水) 6日(木) 11日(火) 4日(火) 5日(水)

事
務
所
の
ご
み

事
務
所
や
居
舗
の
ご
み
は
、
事
業

主
が
自
ら
処
理
す
る
こ
と
が
原
則
で

す
。
た
だ
し
、
少
量
の
「
燃
せ
る
ご

み
」
(
一
日
百
J
4
米
満
)
に
限
り
、

一
般
家
庭
の
ご
み
収
集
口
に
あ
わ
せ

て
桁
料
で
収
集
し
ま
す
。
お
申
し
込

み
は
、
環
境
業
務
課
へ
。

し
尿
の
臨
時
く
み
取
り

定; ま マ く マ 時 予 円 ト

場市で害最事ゑ 告と業日差
jEL 付 り 取が月年陥の

A け を 12りく同始でし
.，22; 期 し月」る U の実尿

;二時 間た9 日 ) …l立 臼 受 帯 の み し く
12 'Hi Sけ戸間(てみ

C 環 月 16付長に十い取
境 22 日けれく こ まり
管 日 のま リ、 み 月 すは
理 τ 問す 「取 三。

{ 課 企に 。臨りト 二

J 

; 
冬山 は 知 町:1'乞燥し…ため…わり ;

が早く、逃げ遅れてしまう危険性が高いのが特徴です。 、

火災の多くはちょ っとした気のゆるみや不注意が原 J
闘です。暖房器具など火を使う機会が多いこの季節。J
家庭や職場でもう 一度、身のまわりの防火対策を確認 L
しましょう 。 }

女火の用心 7つのポイント食 〈

寝たばこや、たばこの投げ捨てはしない 1 
子どもには、マッチやライターで遊ばせない : 

風の強いときは、たき火をしない J 
天ぷらを揚げるときは、その場から離れない え

家のまわりに燃えやすいものを置かない ‘ 

電気器具は正しく使い、たこ足配線はしない

~~次災@l現言fß

官

t

q
L
q
J
必

H
1
p
b
p
O

今，
※中原下宿1171-1182番地の方は金田地区の収集目、中原下宿708-1170番地・中原上宿の方は真土・四之宮地区の収集日です

員200Al電危機管理市年漏隼指コンビュータ
r2000年間題」

。年末年始(12/31-1/3)、万ーのときの連絡先O
業種 gs 署 連絡先

本部 市役所対策本部 24-3939 
市民病院対策本部 32-0015 

電気 東京電力 32-1912 
ガス 東京ガス 22-2616 
水道 県企業庁水道局 22-2711 
i湿 f書 NTT 21-4242 

NTTドコモ 0120 -199360 
交通 .JR東日本 22-0928 

小田急電鉄 77-1527 
神奈川中央交通 22-8833 

く二旦題号主tt--J

'" くア望m竺重二::=><情報収集・提供>

46 
くこ堕報発ìH~ 二〉

-防災行政無線
.FMナパサ (78.3MHz)
-ケープルテレピ (2チャンネル〉
-インターネット (http://www.city.

hiratsuka.kanagawa.jp/) 

困 12/28までー・企画課(内線2157)
12/29・30・ー市役所対策本部(内線2628)

凶府2000年にコンピュータが誤作動することが心
配されている「コンピュータ2000年問題」。市では、

年米年始(12月291ヨー1月3日)に200人の職日で危機

管思体制を敷きます。 また、 12月311=1から1刀lLJに
かけては、泊まり込みで、緊急事態に申請えます。

電気、ガス、水道、

通信、公共交通機l刻な
どの事業者や県、~祭

などからの情報を収集

し、万一、大きな問題

が発生したときには、
次の体制で、みなさん

に'Ii'f報を提供します。

来年1月から「成人の日」を1月、「体育の日Jを10月のそれぞれ第2月曜日

とする改正祝日法が施行されます。

毎年、決まった時期に連休になることから、余暇活動の充実や地域の活

性化が期待されます。

「成人の日jと「体育の日jが変わります
来年は1月10日が成人の目、 10月9日が体育の日です



第661号 (1日・ 15日発行)広報ひうっか回

2000_の出初武
a 

1月8日(土)総合公園

平
塚
に
初
春
の
訪
れ
を
告
げ
る

「消
防
出
初
式
」
を
総
合
公
園

(平

塚
の
は
ら
っ
ぱ
)
で
間
悩
し
ま
す
。

平
塚
十
円
式
消
防
保
存
会
の
み
な
さ

ん
の
は
し
ご
乗
り
演
技
や
、
ま
と
い

の
振
り
込
み
な
ど
の
華
麗
な
演
技
を

ぜ
ひ
、
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

※
雨
天
の
場
合
は
、
大
原
小
学
校
体

問
霊
盛
郁
@

来春テ、ビ、ユーの展示解説ボランティア
博物館と来館者とのパイプ役 として、大きな期

待を担う 「展示解説ボランティア」。来年、 四月

のデビューを前に猛勉強 に励んでいます。

h
p
勉
強
中
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
み
な
さ
ん

育
館
で
式
典
の
み
開
催
し
ま
す

マ
時
間

・
午
前
9
時
却
分
i
u時
泊
分

マ
内
容

・
消
防
阜
両
部
隊
の
入
場
行
進

・
ま
と
い
の
振
り
込
み
と
は
し
ご
乗

り
演
技

・
火
性
防
災
ク
ラ
ブ

「平
塚
パ
ワ
ー

ズ
」
の
峰
可
搬
出
技

-
向
術
消
防
隊
の
消
防
操
法
出
技

.
消
防
部
隊
の
救
出
赦
助
椀
技

・
一
斉
放
水
演
技

お
問
い
合
わ
せ
は
、

消
防
総
務
課

(内
線
2
3
8
7
)
へ。

南
石、 金
持、 目
圭土

干高
ZI~ な

道 5
カミ ?

f吏医
え 望
ま に
す

十
二
月
一
日
か
ら
、
次
の
区
域
で

公
共
下
水
道
が
使
え
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。

マ
公
共
下
水
道
に
接
続
で
き
る
区
域

・
南
金
目
、
片
岡
、
公
所
、
紙
、
南

原
問
丁
目
の
各

一
部
民
域

マ
接
続
工
事
は
、
お
早
め
に

処
理
開
始
区
域
内
に
建
物
を
お
持

ち
の
方
は
、
平
成
十
四
年
十

一
月
三

十
日
ま
で
に
排
水
設
備
を
設
関
し
て

く
だ
さ
い
。

ま
た
、
く
み
取
り
使
所
は
水
洗
式

に
改
造
し
て
接
続
し
て
く
だ
さ
い
。

マ
施
工
業
者
は

排
水
設
備
工
事
や
水
洗
化
工
事
は

「平
塚
市
公
共
下
水
道
指
定
工
事
脂
」

で
な
け
れ
ば
施
工
で
き
ま
せ
ん
の
で

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
出

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ

(
2
チ
ャ
ン
ネ

ル
)
で
放
送
巾
の
市
民
体
験
型
の
番

組
「
T
A
I
K
E
N通
信
」
の
出
演

串
引
を
募
集
し
ま
す
。

マ
番
組
内
容
幻
世
紀
を
担
う
計
い

人
た
ち
に
福
祉

・
環
境

・
防
災
な
ど

を
テ
1
マ
に
様
々
な
体
験
を
し
て
い

レポータ一

国峰千佳子さん

博
物
館
に
来
た
人
に
展
示
品
な

ど
の
解
説
を
す
る

「展
示
解
説
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
の
会
」
を
取
材
し
ま

し
た
。ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
は
現
在
五
人
。

三
月
の
公
募
で
集
ま
り
、
た
だ
い

ま
一
年
間
の
研
修
中
で
す
。
来
年

の
問
月
に
デ
ビ
ュ
ー
し
、
正
式
に

展
示
解
説
を
す
る
予
定
で
す
。

博
物
館
の
展
示
は
考
古
、
歴
史
、

民
俗
、
生
物
、
地
質
、
天
文
な
ど

全
部
で
三
十
コ
ー
ナ
ー
ほ
ど
あ
り

ま
す
。
す
べ
て
の
分
野
の
解
説
を

す
る
た
め
、
博
物
館
の
そ
れ
ぞ
れ

の
分
野
の
担
当
学
芸
只
の
指
導
の

も
と
勉
強
会
を
屯
ね
て
い
ま
す
。

み
な
さ
ん
た
い
へ
ん
勉
強
熱
心
で
、

毎
回
、
予
定
時
間
を
超
え
て
し
ま

う
そ
、
つ
で
す
。

会
の
み
な
さ
ん
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
を
始
め
よ
う
と
思
っ
た
き
っ
か

け
を
ふ
ね
て
み
ま
し
た
。
「
長
年

た
だ
き
、
そ
の
姿
を
伝
え
ま
す
(
放

送
例
:
・街
の
ご
み
を
桁
お
う
、

レ
ス

キ
ュ
ー
隊
体
験
、
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
l

体
験
、
酪
内
同
体
験
)

※
体
験
内
容
は
、
収
録
前
に
出
演
者

に
お
知
ら
せ
し
ま
す

マ
応
募
資
格

市
内
に
お
住
ま
い
、

の
勤
務
先
を
退
職
し
、
博
物
館
や

施
設
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
し
よ
う

と
考
え
て
い
た
」
「
博
物
館
で
実

施
し
て
い
る
様
々
な
会
に
参
加
し

て
み
て
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
始
め

て
み
よ
う
と
聞
や
っ
た
」「
知
る
こ

と
の
楽
し
み
を
味
わ
い
た
い
。
グ

ル
ー
プ
で
切
碓
琢
磨
し
て
い
き
た

い
」
な
ど
と
、
そ
れ
ぞ
れ
の
現
山

を
話
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

博
物
館
の
学
芸

μは
「
無
理
な

く
、
み
な
さ
ん
に
負
担
の
か
か
ら

な
い
時
間
に
携
わ
っ
て
い
た
だ
き

な
が
ら
、
長
く
活
動
に
協
力
し
て

ほ
し
い
」
と
、
大
き
な
期
待
を
寄

せ
て
い
ま
す
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
み
な
さ
ん
の

た
ゆ
ま
ぬ
研
究
心
に
敬
服
す
る
と

と
も
に
、
博
物
館
と
来
館
者
の
パ

イ
プ
役
と
し
て
活
躍
さ
れ
る
こ
と

を
願
っ
て
い
ま
す
。
み
な
さ
ん
、

頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
。

通
学
の
日
成
1
初
蔵
の
い
刈

(一同
校
生

は
除
く
)

マ
募
集
人
数

若

干
名

マ
応
募
方
法

市
販
の
履
歴
舎
に
応

募
動
機
と
必
要
邪
項
を
記
入
し
、
広

報
広
聴
課

(〒
制
l
蹴
浅
間
町
9
|

食
市
長
賞

1
)
へ

(随
時
受
け
付
け
ま
す
)

マ
前
附
英
明

(大
山
)

お
問
い
合
わ
せ
は
、
広
報
広
聴

謀

食

市
職
会
鵠
長
賞

(包
幻
|
8
7
6
1
)
へ

。

マ

高

橋

俊

夫

(

出

縄

)

v
e
h
V
A司
令
A司
令
4
h
V
4
h
V
A可
&
V
A可
h
V
4
h
V
A司
令
A司
令
A司
令
A
w
h
v
e
h
v
d
h
v
d
a
V
A
w
h
v
d
h
v
d
h
v
d
h
v
a司
令
d

お

面。

向。

すま

は
り

'
ど

な

λ
な

院

自

閣

町
民
だ
関

規
r
L

療

不

認

診

が

溜

の

日

出

所

躍

を

癒

休

日

診

の

館

患

設

開

急

。

施

、
聞

す

、
は
夜
ま

は

に

白

い

始

際

休

て

年

の

、

し

末

け

お

載

年

か

な

掲

で

に

55実主な施設の開館状況

。

マ
貸
し
付
け
の
あ
っ
せ
ん
と
助
成
金

排
水
設
備
工
耶
や
ぷ
洗
化
て
事
の

氏
周
に
対
し
て
、
貸
し
付
け
の
あ
っ

せ
ん
や
助
成
金
を
交
付
す
る
制
度
が

あ
り
ま
す
。

ま
た
、
所
有
者
の
異
な
る
こ
棟
以

ヒ
の
建
物
が
私
道
内
に
共
同
で
排
水

設
備
を
設
位
す
る
場
合
は
、
「
共
同
排

水
設
備
助
成
金
制
度
」
が
あ
り
ま
す
。

マ
問
い
合
わ
せ
先

下
水
道
総
務
課

(宮
幻

1
8
7
8
5)

‘J
P
1
‘.4
・F

、;‘•• 
4
 

菊
花
コ
ン
ク
ー
ル

入
賞
者
発
表

第
問
十
同
菊
花
コ
ン
ク
ー
ル
が
聞

か
れ
、
約
三
百
の
作
品
が
出
展
さ
れ

ま
し
た
。

主
な
入
賞
者
は
次
の
と
お

り
で
す
。
(敬
称
略
)

会
県
知
事
賞

・
県
議
会
議
長
賞

マ
杉
崎
松
男

(大
磯
町
)

施設 E(封dSiお:27: 28: 29: 3): 31 :111: 2 : 3 : 4 : 5 
{日i伺1:(刻:(*11 i本):(~l i(~1 : (日):自)i(刈i体)

市保役健所セ、ン市タ関ー職、福(側祉会館、

J I J I I I 
I ， I I I 

x:x:O:O:x:x:x:x:x:x:O:O 
I I I I I I 

窓 口l 駅前 O:O:O:O:x:x:x:x:x:x:O:O 
センター l 各地区 x:x:O:O:x:x:x:x:x:x:O:O 

美図書術館館、(4青館少)年、会博物館館、 O!O!x!x!x!x!x!x!x!x!x!O I I 
I I 

公開E件咲・樹君 O:O:x:x:x:x:x:x:x:x:x:O 
こどもの家 (4館) OjOjOjOixjxjxjxixixiOiO 
見附台体育館動、総物合園体育
館、ふれあい 0 0 × × × × ×|×ixjxj× O 

j_ L__l .l一

杉崎松努さんの
県知事賞受賞作品

平塚市f!WR" 編~2i (1)~を千i附
旧石器時代か5古墳時代までの平塚の歴史を紹介

くうし快適メモ<連載⑦>

注文していない間品が眉いたら
平塚市史「別編考古川 )Jを刊

行しました (A5判、1008ページ)。

真土大塚山古墳や五領ケ台貝

塚 を は じ め と し た主要な47泣跡

の解説や各時代の概説を拘載し

ています。この「市 史」は、同{I干宣Fi
や公民館などでご覧になれます。

また、ご希望の方には販売し

ます(l仰t4.000円)。

注文していない商品が届き、消費者が代金

を支払わなければならないと勘逃いしてお金

をJムってしまう「ネガティブオプションJとい

う悪質商法があります。

この場合、代金を文払う必要も商品を返送

する必要もありません。商品を受け取った 11
から14日間 (弓|取りを前求したときは7u IlU) 

を過ぎると自由に処分できます。代金引換郵

伎を悪用するものもありますのでご注なくだ

さい。 岡

5号方形周溝墓出土土器官王子ノ台遺跡

博 物館市史編さん担当

(s32-5843) 
岡

市 民活動推進課(内線 2263)

|戸吋時E-F?色町吋内I電 rrw$=;.rJ:gIE宅~

駅前市民窓口センター (MNピル10階)では、土ー日陪日や祝日も「住民票

の写し」、「印鑑登録証明書」芯どの諸誼明を発行しています。 O利用時間 午

前9時~午後5時(毎月第3日曜日と12/29-1/3は休み〉、平日は午後8時まで

※「住民異動届」、「戸籍届出」、「印鑑登録」の受け付けは市役所本庁のみです

休日でも住民票がとれます
O問い合わせ先駅前市民窓口センター (宮 22-1001)



回

766億4，231万円

平成10年度一般会計決算
743億2，973万円

消

平成11年12月15日

青少年相談室
(市民センター2階)

834-7311 
く〉青少年相談(お子さんにつ

いての相談)毎週月~金曜

日10時-17時
ゐゐで与やゐ"し

く〉ヤングテレホンn33ー7830
(青少年専用ダイヤル)

毎週月~金曜日10時(土曜

日は13時)-18時30分

子育て支援センター
(須賀保育園2階)

2. FAX21-7639 
く〉子育ての相談・情報提供

毎週月~金曜日9時30分~

16時(第3月殴日午後除く)

子ども教育相談センター
(崇善小学校北側)

836-6013 
く〉来所 毎週月~金隠日10時

~17時

。電話 毎週月~土曜日9時

-17時(第2・4土眼目を除く)

調
圃

投
資
的
経
費

関
幽

が
増
加

歳
出
は
、
投
資
的
経
費
が
=
一

年
ぶ
り
に
前
年
度
決
算
額
を
上

回
る
な
ど
し
た
結
果
、
総
体
で

は一

・
四
%
増
え
ま
し
た
。

。
消
費
的
経
費

人
件
費
な
ど
「
も
の
」
と
な

っ
て
残
ら
な
い
出
資
の
こ
と
。

前
年
度
に
比
べ

0
・
七

%
附
え

て
い
ま
す
。

。
控
資
的
経
費

学
校
や
道
路
の
整
備
な
ど
に

使
わ
れ
る
出
資
の
こ
と
。
環
境

事
業
セ
ン
タ
ー
の
ダ
イ
オ
キ
シ

ン
対
策
な
ど
に
よ
り
、
前
年
度

に
比
べ
凹

・
九
%
削
え
て
い
ま

す。。
義
務
的
経
費

人
件
費
と
扶
助
費
、
公
債
費

を
合
わ
せ
た
も
の
(円
グ
ラ
フ

の
灰
色
の
部
分
)
は
義
務
的
経

費
と
呼
ば
れ
、
こ
れ
が
少
な
い

ほ
ど
行
財
政
運
併
に
開
力
性
が

。え結晶り幹 ~~圃園
自 白 ま来大まと前i.&.-.出 直
主 主 し 、限しな年 ーーーーーーーー

謀察セ義信宗会雲 市恨 :
と で 用 、 税 比 税幹

時 竺Z居室長 がと
税 ・な支 ・入 滅な
金 四ど出四時 少る
や %し金%' __' ~ ~ 

使 噌たを滅根 ー

問 ♀ 三 成い財がは白主用 ・比ら O 申 こ て空子さ老 O 
%前 市 ・十レ源必、主的料 :でれ借 公 え の 高 ・れ人生 扶
減年 税 七年ベ比婆そ的に ・ :七るり宣言 て 五 項 U 高る制 te"助
つ度 ポ度ル率でのな収手 ・ ・ 縫入 畏 い年 tE 伸 齢宮幸i~ 1護 資
てに ずはにはす確行入数 :八 'p1れ ま問度び 化 用法饗

12hE諸説警21;を;21長552続
二体 手書すに市めを財ーの :;ヌ。済 二 六℃、こ い 謀
本で ;;; いがみのるす川市 : 斗前に .・ てことて 1~'Ì1
'IU三 上:比、て向こる裂が ・主年あ 六二7い こ 。支性
で・ J3べ平日主とに¥向 型。度て % ア モ ま 数 少 桁 は

あ
る
と
い
わ
れ
ま
す
。
平
成
十

年
度
の

一
般
会
計
に
義
務
的
経

世
が
内
め
る
割
合
は
同
=
一
・

八
%
で
、

前
年
度
に
比
べ

一
・

一
ポ
イ
ン
ト
減
り
ま
し
た
。
し

か
し
、
こ
の
五
年
間
で
は
四

・

二
ポ
イ
ン
ト
増
え
て
い
ま
す

0

0
人
件
費

退
職
者
が
少
な
か
っ
た
り
、

給
与
改
定
率
が
圧
縮
さ
れ
た
り

し
た
た
め
、
十
五
年
ぶ
り
に
前

年
度
を
ド
回
り

(
0
・
九
%
)

ま
し
た
。

他

%
の
9

そ
5

債

%
市
BA

『

金

%

金

山
山

Q
4

山
山

士
V

〈つ
U

沖
吹
弘
山

県

臨

印

は
、
市
民
税
と
固
定
資
産
税
で
期
に
わ
た
っ
て
利
用
さ
れ
る
施
五
億
六
千
二
百
三
十

一
万
円
で
、

八
九

・
六
%
を
内
め
て
い
ま
す
設
の
建
設
費
用
を
、
現
在
だ
け
前
年
度
に
比
べ
四
億
七
千
九
万

が
、
市
民
税
は
減
税
と
張
気
低
で
な
く
、
将
来
の
利
用
者
に
も
円
減
っ
て
い
ま
す
。

迷
の
影
特
で
九
・
問
%
減
り
ま
負
担
し
て
い
た
だ
く
こ
と
が
公
ま
た
、
特
別
会
計
で
は
、
下

し
た
。
回
定
資
政
税
は
て

・
平
で
あ
る
こ
と
、
処
設
費
用
を
水
辺
住
設
事
業
な
ど
に
五
十
阿

五
%
噌
え
ま
し
た
が
、
こ
れ
は

一
度
に
払
う
こ
と
は
財
政
的
に
億
八
千
七
十
万
円
を
併
り
入
れ

地
価
高
騰
時
に

一
度
に
税
を
引
凶
縦
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
資
金
ま
し
た
。
年
度
末
の
併
り
人
れ

き
上
げ
ず
、
長
期
間
に
わ
た
っ
の

一
部
を
借
り
入
れ
て
い
ま
す
。

残
尚
は
七
百
五
ト
九
億
七
千
七

て
調
整
し
て
い
る
た
め
で
す
c

つ
ま
り

「市
の
併
金
」
と
な
り
百
二
十
万
円
で
、
前
年
度
に
比

O
諸
収
入

ま
す
が
、

同
の

減

税

に

伴

う

べ

三
十
億
九
千
七
百
九
十
五
万

競
輪
事
業
収
入
の
務
ち
込
み

「減
税
制
て
ん
伯
」
以
外
は
施
設
円
増
え
て
い
ま
す
。

な
ど
に
よ
り
、
前
年
度
に
比
べ
の
建
設
の
た
め
に
借
り
入
れ
て

一
般
会
計
と
特
別
会
計
を
合

六

・
四
%
減
り
ま
し
た
。
競
輪
お
り
、
家
庭
で
い
え
ば
「
住
宅
わ
せ
た
借
り
入
れ
残
高
は
、

一

事
業
収
入
は
、
こ
の
五
年
間
で
ロ

1
ン
」
に
近
い
も
の
で
す
。

千
二
百
七
十
五
億
三
千
九
百
五

十
八
億
五
千
万
円
減
灼
ま
し
た
。

一

般
会
計
で
は
、
環
境
事
業
十

一
万
円
で
す
。
こ
れ
を
市
民

O
市
債

セ

ン

タ

ー

の

ダ

イ

オ

キ

シ

ン

対

一
人
あ
た
り
に
換
算
す
る
と
、

学
校
や
道
路
な
ど
の
大
き
な
策
な
ど
に
三
十
七
億
百
七
十
万
五
十
万
-
一千
九
百
三
十
二
円
で
、

施
設
を
建
設
す
る
場
合
に
借
り
円
を
借
り
入
れ
ま
し
た
。
年
度
前
年
度
に
比
べ

一
万
八
百
三
卜

入
れ
る
資
金
の
こ
と
で
す
。
長
末
の
併
り
人
れ
残
向
は
五
百
卜
円
増
え
て
い
ま
す
。
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| 療育相談室 | 
| 豊田分庁舎)

|岱恒三塁-27笠」
0子どもの発達・発育の相談

.毎週月・水・金曜日10時~

15時(来所相談は予約制)

1月13日(木)10時~

く〉電話 毎週月~金曜日10時

-16時

。育児相談(来所) 毎週水曜

日9時30分~10時30分

健康相談
(保健センター)

ft34-0311 

。婦人

15時

電話23・1111・35・1111

至平議駅

233-2333 
く〉専門(法律、金融、住宅、保健

医療・要背守) 1月13日休)

13時30分-15時30分

。生活支握 毎週月~金曜日

8時30分-17時

く〉ボランティア 毎週月~金

曜日8時30分-17時

。母子 毎週月~金曜日9時~

16時

()家庭児童 毎週月~金曜日

9時-16時

。健康(相談員は保健婦)

毎週月~金曜日9時-16時

福祉会館

館
央
民

中
公錯

口
側
、子

ど
も
教
育

園

-

相
駁
セ
ン
タ
ー
ド

民
ン

市
セ

平塚市役所

保健福祉総合相談
(市役所 1階)

一 -P21-8779 」
く〉来所・電話 毎週月~金曜

日8時30分-17時

く〉手話案内 毎週金曜日9時

-12時30分

。建築諒十・耐震・バリアフリー

2月14日(月)13時-16時

()高年齢者職業 12月16日

(木)、 21日(火)、 1月 6日

(木)、 18日(火)9時-12時

。許認可各種届出 12月21日

(火)13時-16時

。一般市民 毎週月~金曜日

9時-16時

-印は 2年以
上の継続碩提

.小中学校地震対策

。豊 田 小学校校舎改修

O真土小学校校庭整備

4砂金旭中学校ブール新改築

.大原公民館整備

主な事業と決算

hます。今回は、そのポイントを紹介しま

金額は原則として万円単位に四捨五入し

合計が合わないところがあります。

市民相談室
(市役所 1階)

823-1111内線2293
く〉人権 12月21日(火)、1月18

日(火)13時~16時

く〉行政 12月21日(火)、 1月

18日(火)13時-16時

。一般法律(予約制) 12月15

日(水)、 22日(水)、 1月12日

(水)、 19日(水)

。登記・供託・測【

(金)13時-16時

。住宅新改築 12月21日(火)、

1月18日(火)13時-16時

。発明・考案・特許 2月7日

(月)10時-15時

く〉労働 1月13日(木)13時~

16時

く〉下請け取り引き 12月16日

(木)、 1月20日(木)13時30

分-16時

。年金・社会保険・労災

11日(火)10時-15時

。消費生活 毎週金曜日9時

-16時

1月14日

1月

度決算、"

‘らの繰入金など)

劃定資産税など)

)返る

税

~ (-6，064円)

債

I (+3，972円)

収入

I (-2，370円)

あ
な
た
の
「
声
」
を

お
寄
せ
く
だ
さ
い

み
ん
な
で
つ
く
る
平
塚

》、



~，平成1 【第661号 (1日・ 15日発行)広報ひらつか回

平成10年度のまちづくりを指

議さ

す 。

私たちが納めた税金などが、どのようなことに、

どれくらい使われているかご存じでしょうか。平成

10年度の平憲市決算が、現在市議会12月定例会で審

歳出決算額 (前年度比)

743億 2，973万円 (+ 1.4%) 

702億9，293万円 (- 32.4%) 

265億 9.505万円 (- 57.8%) 

135億 2.475万円(+ 6.2%) 

142億 356万円(+ 5.4%) 

13億 1.593万円 (- 5.0%) 

7.964万円(+ 3.3%) 

3.700万円(- 1.1%) 

1.931万円 (- 47.6%) 

142億 5.196万円(+ 8.2%) 

2億 6.573万円 (+100.0%)

1.446億 2，267万円 (ー 18.4%)

各会計別決算状況

会 計 別

一般会計

特別会計 (小計)

競輪事業

国民健康保険事業

下水道事業

都市施設用地取得事業

食肉センター

交 通 災 害 共 済 事 業

水産物地方卸売市場事業

老 人 保 健 医 療 事 業

地域振興券交付事業

合 計
てし、

17 

広
ヒ

土木費

64，167円 (+6，582円)

民生費

63，085円 (+6，159円)

競
輪
事
業
の
よ
う
に
特
別
な

事
業
を
実
施
す
る
場
合
や
、
料

金
収
入
を
も
っ
て
特
定
の
事
業

を
行
、
つ
場
合
な
ど
は
、
経
理
を

明
確
に
す
る
た
め

一
般
会
計
と

は
別
の
会
計
と
し
て
い
ま
す
。

主
な
特
別
会
計
の
内
谷
は
、

次
の
と
お
り
で
す
。

競

輪

事

業

車
券
売
上
金
は
二
百
四
十
四

億
四
千
八
百
五
十
四
万
円
で
、

前
年
度
に
比
べ
五
九
・

O
%
減

り
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
平
成
九

年
度
に
開
催
さ
れ
た
オ
ー
ル
ス

タ
ー
競
輪
が
開
催
さ
れ
な
か
っ

た
こ
と
に
よ
り
ま
す
。

一
般
会
計
へ
は
十
六
億
五
千

万
円
を
繰
り
出
し
ま
し
た
。

国
民
健
康
保
険
事
業

被
保
険
者
は
市
民
の
=
二

・

九
%
(
八
万
六
宵
七
十
人
)
で、

(市.

@: 

』
公 債 費

25，556円 (-2，150円)

医療の充実など)

教育費

33，496円 (ー2，410円) 34 

匂q

I "I)~ 

前
年
度
に
比
べ

.
・
0
ポ
イ
ン

ト
増
え
て
い
ま
す
。

歳
入
に
保
険
税
が
占
め
る
割

合
は
四
一ニ

・
O
%
(
六
十
億
五

百
八
十
五
万
円
)
で
す
。
一

方、

歳
出
に
保
険
給
付
金
が
占
め
る

制
合
は
七
0
・
八

%
(九
卜
五

億
七
千
百
四
十

一
万
円
)
と
な

っ
て
い
ま
す
。

金
事
業
認
可
前
相
に
対
す
る

一
般
会
計
か
ら
は
十
八
億
二

進
ち
よ
く
率
は
八
八

・
七
%
で

千
七
百
四
十
四
万
円
を
繰
り
入
前
年
度
に
比
べ
五

・
一
ポ
イ
ン

れ
て
い
ま
す
。

ト
拡
大
し
ま
し
た
。

な
お
、
歳
入
の
中
心
と
な
る
事
業
を
推
進
す
る
た
め
、

一

決
の
航
機
が
二
十
二
円
に
放
送

さ
れ
ま
す
。

ど
う
ぞ
、
ご
覧
く
だ
さ
い
。

(道路 や公園の整備など)

h
d
J

成
日
こ

圃
刷
出
、
=
l
b
H
μ

び
人

つ

目
撃
ど
川
ユ
は
の
か

a.，κ、-
w
J
o
-
t
J
.

vk
何

r十
、
九
州
引
制
m

h
H
r
J
t
歳
は
金

、一
-

L

U

FIた

とし
o
q
u
J
4
W判
-h

ポ

U
、

司

E

1

窃

c
J
l
y
-
n
F
の
ユ
で
比

3
m謀
総

万
円
ヤ

Aa胃
U

『
般
を
幻
は

/

F

J

一
入
お
内(ごみ処理、

保
険
税
の
収
納
率
は
七
冗
-

J

一%
で
、
前
年
度
に
比
べ

一
・

四
ポ
イ
ン
ト
低
下
し
ま
し
た
。

監
査
委
員
か
ら
は

「収
納
率

の
低
下
が
懸
念
さ
れ
る
」
と
立

凡
が
添
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

下
水
道
事
業

み
ん
な
で
考
え
よ
う

緊E会決算額

(高齢者や附~-ð-の稿祉など)

衛生費

33，267円 (+5，605円)

状
況
も
広
報
ひ
ら
つ
か

一
月
十

五
日
号
で
紹
介
し
ま
す
。

C
A

T

V
で

市
議
会
を
中
継

間
紫
で
効
率
的
な
行
財
政
運

営
を
進
め
る
た
め
、
市
で
は
行

政
改
革
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。
第
二
次
行
政
改
革
の
成
果

は
、
広
報
ひ
ら
つ
か

一
刀
十
五

日
サ
で
紹
介
し
ま
す
。

ま
た
、
職

μの
給
う
な
ど
の

行
革
の
成
果
は

1
月
日
日
号
で

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ピ
に
よ
る
市

議
会
の
本
会
議
中
継
が
ス
タ
ー

ト
し
ま
し
た
。

今
凶
紹
介
し
た
決
算
に
つ
い

て
も
、
得
議
経
過
の
報
告
や
保

般
会
計
か
ら
五
十
億
円
を
繰
り

入
れ
、
市
山
加
を
五
十
億
五
千
七

十
万
円
借
り
入
れ
ま
し
た
。
そ

の
結
果
、
市
債
の
年
度
末
の
借

り
入
れ
残
高
は
七
百
八
億
五
百

十
八
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

院
任
委
口
か
ら
は

「市
債
の

米
悩
巡
残
日
の
採
増
が
懸
念
さ

れ
る
」
と
な
比
が
添
え
ら
れ
て

い
ま
す
。

。
問
い
合
わ
せ
先

(内
線
2
3
5
3
)

詳
し
く
は
市
役
所

情
報
コ
ー
ナ
ー
で

監
査
委

μに
よ
る

「成
入
蹴

出
決
岱
稼
賛
意
見
書
」
や
現
在

市
議
会
で
審
議
さ
れ
て
い
る
平

成
十
年
度
決
算
に
閲
す
る
資
料

は
、
市
役
所
=一
階
の
市
政
情
報

コ
ー
ナ
ー

(内
線
2
6
8
6
)

で
聞
は
で
き
ま
す
。

財
政
課
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(競輪( 1絞り入れ金の償足立)(学校や給食制理主坊の巡営など}

※
問
い
合
わ
せ
先

広
報
広
聴
課

大
切
な
も
の
を
失
う
経
験

A
君
は
乳
歯
か
ら
永
久
歯
に
生
え
変
わ
る
時

期
を
迎
え
ま
し
た
。
動
き
始
め
た
歯
を
指
や
舌

の
先
で
さ
わ
っ
て
傾
き
具
合
を
確
か
め
た
り
、

抜
け
た
前
を
珍
し
そ
う
に
眺
め
た
り
し
て
い
ま

す
。
つ
い
さ
つ
き
ま
で
体
の

一
部
だ
っ
た
の

に
、
け
の
外
に
山
す
と
宝
物
の
よ
う
で
す
。

得
意
に
な
っ
て
お
母
さ
ん
に
見
せ
る
と
、
う

れ
し
そ
う
に
眺
め
な
が
ら
「
下
の
歯
は
屋
根

に
、
上
の
歯
は
縁
の
下
に
向
か

っ
て
投
げ
た

ら
、
丈
夫
な
歯
が
生
え
て
く
る
の
よ
」
と
、
北
口

か
ら
の
お
ま
じ
な
い
を
教
え
て
く
れ
ま
し
た
。

内
線
2 
3 
5 0 
5 1 
"-'2 

0 

7" 
of 
4: 
5フ

8タ

9， 

A
需
は
、
大
切
な
歯
を
投
げ
る
な
ん
で
も
っ

た
い
な
い
と
思
い
ま
し
た
。
長
い
間
一
緒
だ
っ

た
前
と
離
れ
る
の
は
、
寂
し
か
っ
た
の
で
す
。

で
も
、
き
ち
ん
と
お
別
れ
を
す
る
に
は
、
思
い

つ
き
り
泣
く
に
投
げ
る
く
ら
い
の
こ
と
を
し
な

い
と
踏
ん
切
り
が
つ
か
な
い
し
、
い
つ
ま
で
も

子
ど
も
の
歯
を
持
っ
て
い
る
と
大
人
の
協
が
喜

ん
で
生
え
て
き
て
く
れ
な
い
よ
う
な
気
持
ち
に

な
っ
て
き
ま
し
た
。
お
母
さ
ん
の
お
ま
じ
な
い

は
、
A
君
が
自
分
の
体
の
一
部
と
お
別
れ
を
す

る
の
に
必
要
な
儀
式
だ
っ
た
の
で
す
。

こ
の
よ
う
に
子
ど
も
は
成
長
の
過
程
で

「心

寄
せ
る
何
か
を
失
う
経
験
」
を
、
何
度
も
繰
り

返
し
ま
す
。
大
好
き
だ
っ
た
友
逮
や
動
物
と
の

別
れ
、
な
れ
親
し
ん
だ
環
容
と
の
別
れ
、
間
企
や

u標
の
渡
失
な
ど
様
々
で
す
。
そ
れ
は
、
悲
し

み
ゃ
寂
し
さ
を
知
る
つ
ら
い
出
来
w
y
で
す
。
し

か
し
、
そ
の
体
験
を
周
り
の
温
か
い
支
え
の
中

で
乗
り
越
え
て
い
く
こ
と
で
、
次
第
に
深
み
の

あ
る
感
情
を
持
て
る
よ
う
に
な
る
の
で
す
。

-
子
ど
も
教
育
相
談
セ
ン
タ
ー

出
町
普
小
学
校
北
側
宮
(お
)
6
0
1
3

す
。
接
種
は
、

一
週
間
か
ら

四
週
間
間
隔
で
二
回
接
種
す

る
こ
と
を
原
則
と
し
て
い
ま

す
。
ま
ず
は
、
か
か
り
つ
け

の
院
聞
や
院
療
機
関
に
相
談

し
て
み
ま
し
ょ
う
。

そ
の
ほ
か
の
予
防
法
と
し

て
は
、
う
が
い
と
手
洗
い
を

心
が
け
る
、
十
分
な
栄
養
と

休
養
を
と
る
、
室
内
の
乾
燥

を
防
ぐ
、
人
込
み
を
避
け
て

マ
ス
ク
を
ゆ
一
引
用
す
る
、
な
ど

が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

も
し
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

に
か
か
っ
た
ら
、
安
静
に
し

て
休
後
を
と
り
、
水
分
補
給

を
し
て
く
だ
さ
い
。
風
邪
だ

と
軽
く
考
え
ず
、
平
め
に
医

療
機
関
玄
季
し
ま
し
ょ
う
。

こ
れ
か
ら
本
さ
が

一
肘
厳

し
く
な
り
ま
す
。
体
調
管
理

に
十
分
気
を
付
け、

冬
を
元

気
に
乗
り
切
り
ま
し
ょ
う

0

.
保
健
セ
ン
タ
ー

宮

(
制

)
0
3
1
1

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
予
防
法

賃
S 

， 、、1- 、、司、
置A r、，・、跡、置
ももJe・μ3-… 
… … 

発
熱
、
鼻
水
、
く
し
ゃ
み
、

の
ど
の
揃
み
か
ら
始
ま
り
、

J

一卜
九
度
以
上
の
日
熱
、
筋

肉
捕
、
お
う
吐
、
下
酬
を
起

こ
し
、
悲
し
く
重
い
全
身
症

状
を
引
き
起
事」
す
、」
と
が
あ

康
Q&A 

b

そ
に
な
る
と
流
行
す
る
イ

ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
つ
い
て
教

え
て
く
だ
さ
い
。

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
は
、
毎

年
冬
を
中
心
に
流
行
す
る
急

性
気
道
感
染
症
で
、
円
以
近
で

は
い
く
つ
か
の

「型
」
が
報

告
さ
れ
て
い
ま
す
。

一
般
的
に
風
邪
と
混
同
さ

れ
て
、
軽
い
病
気
で
あ
る
と

考
え
ら
れ
が
ち
で
す
が
、
乳

幼
児
や
高
齢
者
、
ぜ
ん
息
な

ど
の
基
礎
疾
患
を
持
っ
た
方

が
か
か
っ
た
場
合
、
肺
炎
な

ど
を
併
発
し
て
亙
症
に
な
る

場
合
も
あ
り
ま
す
。
症
状
は

り
ま
す
。

で
は
、
ど
の
械
に
防
い
だ

ら
良
い
の
で
し
ょ
う
か
。
予

防
法
の

一
つ
に
、
ワ
ク
チ
ン

の
接
種
が
あ
り
ま
す
。
現
在

で
は
、
接
種
し
て
い
れ
ば
、

か
か
ら
ず
に
消
む
か
、
か
か

っ
て
も
痕
状
が
軽
い
と
い
う

有
効
性
が
証
明
さ
れ
て
い
ま

地震によって配管が壊れ、ガスが漏れることがあります。引火して、

爆発を起こす危険がありますので、地震が起きたら、ガスの元栓を閉め

ましょう。また、ガス会社が安全を確認するまでは、開栓しないように

しましょう。

我 が家の防災対策を確認<連載⑧〉

ガスの元栓は必す閉めましょう
。問い合わせ先防災課(内線2357)
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